
「情報機器作業における労働衛生管理のため
のガイドライン」を策定しました

（令和元年７月12日付け基発0712第３号）

（R元.７）

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

このガイドラインは、パソコンなど、情報機器を使って作業を行う
労働者の健康を守るためのガイドラインです。

情報機器作業による労働者の心身の負担を軽くし、支障なく働ける
ようにするため、事業者が講ずべき措置をまとめています。

○作業環境管理
情報機器作業を行う環境の整備方法について説明しています。
（例：ディスプレイの明るさ、情報機器や机・椅子の選び方）

ガイドラインの枠組み

○作業管理
情報機器作業の方法について説明しています。
（例：一日の作業時間、休憩の取り方、望ましい姿勢）

○健康管理
情報機器作業者の健康を守るための措置について説明しています。
（例：健康診断、職場体操）

○労働衛生教育
上記の対策の目的や方法について、作業者や管理者に理解してもらうための
教育について説明しています。

作業区分を見直し、タブレットやスマートフォンに関する事項を盛り込んでいます。
作業区分に応じた対策については、裏面で詳しく説明しています。

ポイント：近年の情報機器作業の多様化や技術革新にも対応
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